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101計画の理念を継承しつつも、

課題については修正を施し、

評価委員会・市会を経て策定(Ｒ２)
101計画
（H28～）

行動指針

ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ
【37項目】

（最新改訂Ｒ2）

中期目標
（５年）

年度計画
＝評価項目に

直結
（各年度単位）

大阪市 天王寺動物園 地方独立行政法人天王寺動物園

中期計画
（５年）

行動指針

直営最終年度のアクションプランは、

法人移行後の年度計画と密接な

関係にあるため､移行し継続性を確保

直営時代の計画を円滑に法人計画に引継・発展

具体的方策

第3回評価委員会資料（令和3年1月）建設局長決裁

獣舎整備計画について、

改めてコスト縮減を検討

するほか、必要に応じて

計画内容の再検討も行う。

R3年度計画[31]

新獣舎整備計画

独法体制のもとで再検討

これまでの理念を継承

しつつ大幅な工期前倒し

再検討

101計画と新獣舎整備計画

101計画の獣舎整備計画を独法体制で再検討⇒ 新獣舎整備計画を策定
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１ 101計画の基本的な考え方は継承

２ 新園長のもとで、新たな整備計画を策定

• 進化型生態展示（生息環境と展示効果の両立）

• ゾーニングの考え方（海洋・森・草原・空）
「生息地別展示配列」と「動物行動学的テーマ」のリンク

（図）101計画と新計画との関係イメージ

新獣舎整備計画の基本的な考え方

• 万博に向け「世界に誇れる動物園」に相応しい獣舎整備
計画を立案⇒ 事業費概算92億円は維持

• 令和8年以降に計画した事業の6割を万博までに前倒し、計画の9割弱が完了（事業費ベース）

• 発注ロットの大型化による整備費削減効果も期待

• 残工事(13億円）の8割がバックヤード、病院など基礎研究、繁殖を支える施設であり、R8以降着実に整備を
すすめる。
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101計画
大阪万博に向け
世界に誇れる動物園に相応しい
獣舎整備計画を立案

新計画

市直営 法人移行後

100億 92億

（進化型生態展示）（ゾーニング）



１ 生態的展示の施設が急増 ２ 発注ロットの増大による整備費縮減効果

• 現状では、サバンナ、アイファー、鳥楽のみ
• 万博を迎えるR7に園内施設の大半が生態的展示に

前倒しの効果
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• 前倒しにより発注ロットの増大（23億⇒46億）
⇒請負率の低下（過去の落札率による分析平均で5％削減）

※縮減分は、動物福祉基準を満たすための獣舎面積拡張等に充当

R3 R７
直営時代 第１期

Ｒ3～Ｒ7
第２期～
Ｒ8～R22

合計

獣舎整備計画
Ｈ29～Ｒ22

1,482
6,426 1,322

9,230

直営時代 第１期
Ｒ3～Ｒ7

第２期～
Ｒ8～R22

合計

獣舎整備計画
Ｈ29～Ｒ22

1,527
4,095 3,608

9,230

（4,640）

（2,309）

（表１）R4予算要求時の20年シミュレーション

（表２）R３当初の20年シミュレーション

獣舎整備は動物園の魅力向上に重要なものであるが、一方で多額の経費を要するため、発注方法の工夫による整備費

の縮減のみならず、動物園に求められる役割の変化や時代の推移に応じた獣舎整備計画の見直し、ファンドレイジングによ

る新たな財源確保等も含め、継続して検討する。

ゾーニング及び整備対象施設は変更の可能性があります。
図の位置関係は概ねの目安です。

（ ）書きは、動物園発注分整備費

（1,322）

（3,608）



ペンギンアシカ

アジアの熱帯雨林
（ゾウ）

ホッキョクグマ

クマ

休憩エリア

アイファー

カバ

サイ

アフリカの森
チンパンジー

⑧

トラ⑩

⑬

鳥の楽園

⑤

③
②

⑫
⑨

日本の里
ホンドタヌキ

⑥
二ホンイヌワシ

⑪

サル
マレーグマ

⓮

⓴ ⓯

⓲ ④

⓳

⑦

アフリカサバンナ
ライオン、キリンなど

ふれあい
①

アジアの熱帯雨林
拡張（ゾウ）

てんしばイーナ

第2期整備（R8以降）

万博（R7）までに整備

既存獣舎

凡 例

チュウゴクオオカミ
レッサーパンダ

整備位置図

留意事項
ゾーニング及び整備対象施設は変更の可能性があります。
図の位置関係は概ねの目安です。

オオコウモリ
⓱

⓰

番号は下図工程イメージに対応

キジ
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第1期中期経営計画期間 第2期 第3期 第4期
計

単位：百万円 ～R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8～12 R13～17 R18～22

ゾーン 飼育動物 概算事業費 1,482 374 1,999 1,127 2,279 647 407 434 481 9,230

～R２ 1,482

① ふれあい家畜 ヒツジ・ヤギ 216

② ペンギン・アシカ 1,569

③ ホッキョクグマ舎 1,149

④ 適応の世界 キジ 212

⑤ アジアの森 ゾウ 995

⑥ 新猛禽舎 二ホンイヌワシ 196

⑦ 夜行性動物舎 コウモリ 191

⑧ アフリカの森 チンパンジー 733

⑨ 日本の里 二ホンジカ 285

⑩ タイガの森 アムールトラ 210

⑪ 樹上の森 フクロテナガザル 437

⑫ 休憩エリア 86

⑬ アジアの高地 レッサーパンダ 140

⓮ 動物病院等 280

⓯ 休憩エリア 68

⓰ 総合案内など 347

⓱ 新ツル舎 ナベツル 138

⓲ バックヤード 135

⓳ 南米の森 ジャガー 148

⓴ バックヤード 213

計 9,230

ペンギン・アシカ

実工期

前倒し工期

前倒し前の工期

凡 例

一体整備

※工期はイメージで変更することがあります。

工程（イメージ）
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